
宇治市教育委員会定例会会議録 
 
日 時  令和元年７月２５日（木） 午後５時３０分 開議 
 
場 所  宇治市役所 ５０１会議室 
 

会 議 日 程 
 
日程第１  会議録署名委員の指名について 
日程第２  会期について 
日程第３  報告 

 
会議に付した事項 会議日程に同じ 
 
出席者 
（教育委員） 
  教 育 長  岸 本 文 子 

教育長職務代理者  加賀爪 毅 
委      員  金 丸 公 一 
委      員  中 筋 斉 子 
委      員  小 山 栄 子 

  
（出席職員職氏名） 

部 長  伊 賀 和 彦    副 部 長  上 道 貴 志 
  教育支援センター長  市 橋 公 也    教 育 総 務 課 長  栗 田 益 典  
  学 校 教 育 課 長   田 秀 平    生 涯 学 習 課 長  久 泉 昭 人 
教育総務課副課長  吉 川 貴 之     学校教育課副課長  渡 邉 和 孝 

生涯学習課副課長  宮 本 義 典 

 
（書記職員職氏名） 

教育総務課企画庶務係長  加 藤 冬 子    教育総務課主任  前 田 圭 祐 
 
 

開       会  （午後５時３０分） 
 
○開会宣言 教育長が７月教育委員会定例会の開会を宣言する。 
 



○日程第１ 会議録署名委員の指名について 
教育長から宇治市教育委員会会議規則第１３条第３項の規定により、金丸

委員を指名する。 
 
○日程第２ 会期について 

教育長から１日限りとする旨の提案があり、全会一致で決定する。 
 
○日程第３ 報告 

       （１）文教福祉常任委員会について（令和元年７月１１日） 

          ① 幼児教育・保育の無償化について 

          ② 令和２年度宇治市立笠取小学校特認入学希望者の募集について 

       （２）宇治市教育委員会後援事業について 

        

以上２件を報告する。 

 

 

[説 明] 

（１）文教福祉常任委員会について（令和元年７月１１日） 

① 幼児教育・保育の無償化について 

  主な質問としては、幼稚園の実費徴収にかかる補足給付事業でどのくらいの人数と費

用がかかるのかというものがあり、４００人、およそ２０００万円のうち市の負担が３

分の１という返答をした。 

  また、実際の払い方はどのようにするのかという質問に対して、私立幼稚園との協議

の中で、保護者から直接徴収しない現物給付で検討を進めていくという返答をした。 

  全ての子どもの保育料が無償化されるということになっているが、全員が本当に対象

なのかという質問に対して、幼稚園については上限額が、２５，７００円と定められて

おり、それ以上は対象外で、全てが補償額ではないとの返答をした。 

  では、そのような上限をなぜ設定するのかという質問に対しては、新制度移行の幼稚

園については、１号認定の保育料の上限が、最も高い階層でも２５，７００円と設定を

されているので、国において、公平性の観点から設定された額であり、宇治市も同様の

額を設定しているとの返答をした。 

  国や府への要望とは、何を要望しているのかという質問に対しては、市町村に負担を

強いることのないよう要望をしているとの返答をした。 

 

② 令和２年度宇治市立笠取小学校特認入学希望者の募集について 

委員からの小学校全体の人数が２０名前後ということになるが、それは理想の人数か

という質問に対して、複式学級をしている関係もあり、最大２４名までが受け入れ可能

と返答をした。 



推計では地元の子どもが１名ということになっているが、そういった学校の在り方に

ついては、という質問に対して、平成１３年から特認校をしているが、地元の児童もし

ばらくいるので、制度を活用しながら、特色ある学校づくりを進めていきたいとの返答

をした。 

地元の子どもがいなくなった場合、学校として存続していくのかという質問に対して、

地元の子どもがいなくなった場合は、休校にするか等の検討が必要であるとの返答をし

た。 

特認校としての存続は可能なのかという質問に対しては、可能であるとの返答をした。 

 

[質 疑]   なし 

 

（２）宇治市教育委員会後援事業について 

宇治市小学校教育研究会主催の令和元年度宇治市小学校教育研究会「夏季研修会」他１

２件、計１３件の事業について後援した。 

 また、京都府中学校体育連盟の令和元年度第７２回京都府中学校総合体育大会について、

共催した。 

 

 

○閉会宣言 教育長が７月教育委員会定例会の閉会を宣言する。 

 

閉       会  （午後５時４０分） 

 

 


